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じょう 

ぐん 

こ 

  戸＝戸主 

 (郷戸) 

掾 

主政 

丞 

祐 

監 

 

大納言 

左大臣 

実質的トップ 

太政大臣 

 ★則闕の官 

右大臣 

 神祇官 

（祭祀） 左弁官 

 

少納言 

→駅鈴を発行 

右弁官 

中務省（詔勅の作成・天皇側近事務） 

民部省（戸籍・租税など民政一般） 

式部省（文官の人事・大学の管理） 

治部省（外交事務・仏事・氏姓関係） 

 

兵部省（軍事一般・武官の人事） 

刑部省（裁判・刑の執行） 

大蔵省（財政の管理・貨幣） 

宮内省（宮中の一般事務） 

飛鳥時代②［律令体制］ 

中
央
官
制
（
二
官
八
省
一
台
五
衛
府
か
ら
構
成
） 

弾正台（役人の不正の監察・風俗の粛正） 

五衛府（京内・宮中の警護→衛門府・左右衛士府・左右兵衛府の 5 つ） 

①蔭位の制（父祖の位階に応じて，子孫は 21 歳になれば自動的に一定の位階を得られる制度） 

      →三位以上(公)は子と孫，五位以上(貴族)は子が適用を受けられる 

②官吏(官人)の給与（特に五位以上に支給される） 

 (1) 田地＝位田（位階に応じて支給される田地）・職田（官職に応じて支給される田地） 

       ★功田（功績に応じて支給される田地）・賜田（天皇の命で特別に支給される田地） 

 (2) 封禄＝位封（位階に応じて支給される封戸）・職封（官職に応じて支給される封戸） 

       ★位禄（四位・五位に支給される布・綿・絁） cf. 位封は三位以上に支給 

       ★季禄（全官人に春秋の年 2 季に支給される布・綿・絁） 

 (3) 供人＝資人（五位以上に対して位階・官職に応じて支給される従者） 

③税の免除（庸・調・雑徭などの負担は免除）租は払う 

④刑法上の減刑措置（重罪でない限り実刑を受けず，免職や罰金で済む特権）免除ではない 

 (1) 五刑(笞〔むちで打つ〕・杖〔つえで打つ〕・徒〔懲役〕・流・死) 

 (2) 八虐（天皇に対する謀叛・尊属に対する不孝などの重罪）→八虐は貴族でも減刑なし 

正(従)一位 

正(従)二位 

正(従)三位 

正(従)四位上下 

正(従)五位上下 

正(従)六位上下 

正(従)七位上下 

正(従)八位上下 

大(小)初位上下 

［Ａ］律令制度（唐の律令を模範としているが，日本の社会の実情に合わせて改めたところもある） 

貴 

族 

の 

特 

権 

④国内を三階(国・郡・里)に区画 

  国＝国司（国司を通じて中央集権的な地方支配を実現するため，中央の貴族から任命し派遣） 

       任期＝6 年→4 年（地方の実情に精通していない）・国司の役所＝国衙(国府) 

  郡＝郡司（地方の実情に精通し在地における伝統的な支配力をもつ，旧国造など地方豪族から任命） 

       任期＝終身官・世襲制（農民との結びつきが強い）・郡司の役所＝郡衙(郡家) 

        ★郡評論争（大宝律令が施行される 701 年以前は郡ではなく評） 

         →藤原京出土の木簡「己亥年(699 年) 上総国阿波評」などで明らかになる 

      ★木簡＝文字を記した木の札で，都への納税の荷札などに使用 

  里＝里長（50 戸を 1 里とする→717 年以降，里を郷と改称し，里長も郷長となる） 

①全国を畿内(五畿)七道に大別（諸国を大国・上国・中国・下国の四等級に分ける） 

  畿内＝山城国（平安京遷都以前は山背国）・大和国・摂津国・河内国・和泉国 

  七道＝東山道・東海道・北陸道・山陰道・山陽道・南海道・西海道 

②三関＝不破関（東山道の美濃国）・鈴鹿関（東海道の伊勢国）・愛発関（北陸道の越前国） 

  ↳ 反乱者の東国への逃亡を防ぐため          →逢坂関(東山道の近江国) 

地 
 

方 
 

官 
 

制 

守 

大領 

 

伯 

帥 

国司 

郡司 

八省 

神官 

大宰府 

次官
す け

 判官
じょう

 主典
さかん

 官職 長官
か み

 

介 

少領 

輔 

副 

弐 

目 

主帳 

録 

史 

典 

［四等官制（各官吏に四等級を置く）］ 

適任者がいなけ 

れば置かない 

［重要政務は太政官の公の合議で決定］ 

二官 

大宝令の制定(701)後に新設された中納言(705)・参議(731) 

などのように令に規定されていない役職を令外官という 

 

駅家 駅家 

①駅制（中央と地方の国を結ぶ交通制度） 

  中央－地方を結ぶ官道(駅路)に駅家という 

  施設を約 16km ごとに置き，そこに用意して 

  ある駅馬を公用の役人のみが使用する制度 

  →証として駅鈴を少納言が交付する 

②伝馬制（地方の郡と郡を結ぶ交通制度） 

  郡衙に置かれた伝馬を公用旅行者が使用 

30 里(約 16km) 

都県 

市区 

町村 

 太政官 

（行政） 

図解ＮＯＴＥ［駅制］ 

①大宝律令…701 年に刑部親王（総裁）・藤原不比等（副総裁）が編纂 

②養老律令…718 年に藤原不比等が編纂→757 年に藤原仲麻呂が施行 

律＝刑法 

令＝行政法・民法 

位階（合計 30 階） 

貴族 

公卿 給与 

家族 

太政大臣に任命 

左・右大臣に任命 

大納言などに任命 

参議などに任命 

少納言などに任命 

大国介などに任命 

大国掾などに任命 

大国目などに任命 

中国目などに任命 

官職 

官吏には一位から初位までの位階が与えられ 

それぞれの位階に応じた官職に任命される制度 

［官位相当制］ 

郷戸（郷里制施行に伴い編成された行政組織の最末端の戸）2～3 家族 25 人程 

房戸（郷里制施行に伴い，郷戸の下に新設された生活単位）1 家族 10 人程 

［郷里制（717 年～740 年頃，里を郷と改称し，郷の下に 2～3 里を置く）］ 

おさ 

なか 

じん 

じょう だいじょう 

そっけつ 

くぎょう 

だんじょう 

ご 

だい しょう 

さ 

う 

なかつかさ 

みん 

じ 

しき 

く 

ぎょう 

ひょう 

おお 

えもんふ ひょうえふ え じ ふ 

やましろ か わ ち せ っ つ や ま と い ず み 

なん さい 

やましろ 

さん せき かの せき 

さと 

ごう 

ぼう 

ごう 

り 

こ 

ごう 

こくが こくふ 

ぐんが ぐうけ 

ぐんぴょう こおり 

もっかん きがい こおり 

し こく 

じ 

おん 

い 

い しき 

し 

いろく 

しき 

ほう 

きろく 

こうでん しでん 

はち 

ち ず る じょう し 

かん 

だいりょう しょうりょう しゅせい しゅちょう 

そち てん に げん 

えきか(うまや) 

とも 

かべ と ふ ひ 

ま ろ 

かん ぎ 

かん だい じん な ごん 

べん 

べん かん 

かん 

ごん な 

だい 

ふ え 

かい かい どう どう 

こく 

ぐん 

おさ 

しゅ 

こ 

こ 

り せい 

えきか(うまや) 

い 

でん 

ふ 

びと 

ろく 

じん 

ふ 

でん 

い そう とう せい 

ぶ 

ぶ 

ぶ 

ぶ 

くら 

ない 

たい ほう 

ろう よう 

りつりょう 

りつりょう 

③要地  京 ＝京 職（左京・右京の民政一般→東・西市を管理する市司を指揮下におく） 

    難波＝摂津職（摂津国の民政→国内物資の集散地・遣唐使の発船など重要な難波津を管理） 

    筑紫＝大宰府（「遠の朝廷」と呼ばれ，外交・国防上重要な西海道（九州）諸国を統治） 

ex. 伊予掾＝藤原純友 

長官＝大宰帥・仮の長官＝大宰権帥 

きょう 

せっ 

だ 

いちのつかさ 

なにわづ 

とおのみかど 

しき 

ざい 

しき つ 

ふ つく し 

なに わ 

さかん かみ すけ 

げん ふ わの あらちの すず せき 

戸籍を作成し，人民を戸に編成→戸(正丁 3～4人)をもとに 1人の割合で兵士を徴発できる＝軍団制の基礎となる 

ぎゃく 

だい 

ぶ 
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諸国の特産物を納める（京・畿内は 2 分の 1） 

 ★正丁だけに調副物（染料・油・漆など）が課される 

正倉に蓄えられた正税（籾付き稲）を春に貸付け，秋に利息付で回収する 

→公出挙(正税出挙)＝利息 5 割（国家が行う）・私出挙＝利息 10 割（私人が行う） 

［Ｂ］民衆の税負担（租・庸・調・雑徭・出挙・義倉・仕丁・兵役など） 

①良民＝貴族・百姓 

    品部・雑戸（手工業を中心とした特殊な技術者集団） 

     ★品部・雑戸は実質的には良民と賤民の中間 

②賤民＝五色の賤 

  官有賤民（陵戸・官戸・公奴婢）＝良民と同じ口分田を班給 

  私有賤民（家人・私奴婢）   ＝良民の 1/3 の口分田を班給 

   ★公奴婢・私奴婢は戸を形成できず，売買の対象とされた 

②戸籍（口分田班給のための基本台帳） 

 →6 年ごとに作成・30 年保存（ただし，庚午年籍は永久保存） 

③計帳（庸・調徴収のための基本台帳） 

 →毎年作成(ほくろなども含めた体の特徴を細かく記載) 

［身分制度（良民と賤民の婚姻は禁じられる）］ 

飛鳥時代②［律令体制］ 

中央財源 

租 
口分田 1段(反)あたり二束二把（収穫量の 3％）の稲を地方財源として納める 

→国衙・郡衙の正倉に蓄えられた正税（籾付き稲）を公出挙によって運営し地方行政の経費などにあてる 

歳役（都での労役）10 日間の代わりとして， 

麻布二丈六尺を納める（京・畿内は全額免除） 
庸 

地方において国司が年間 60 日を限度に農民を使役できる労役 

 ★道路・池堤の修築など公用のほか，国司の私用にあてられた場合も多い 

調 

雑徭 

1 里(50 戸)ごとに正丁 2人を徴発し，3年間都で雑用などにあてる 

正丁 3～4人に 1人の割合で兵士を徴発し，交代で諸国の軍団で訓練させる 

 ★兵士の食料・武器は自弁(自己負担)→代わりとして課役（庸・調・雑徭）は免除 

  衛士（1 年間都の警備→衛門府・左右衛士府に配属）・防人（3 年間北九州沿岸の警備→大宰府に配属） 

仕丁 

兵役 

正丁の 4 分の 1 正丁の 2 分の 1 

(歳役 5日分) 

班 

田 

収 

授 

法 

人 

頭 

税 

土
地
税 

なし 
歳役 10 日が 

(雑徭 30 日) (雑徭 15 日) 

①班田収授法（唐の均田法を参考） 

  6 歳以上の男女に 6 年ごとに口分田を班給 

  ex. 良民男子＝2段    ★１段(反)＝360 歩(1 歩≒1坪) 

    良民女子＝1段 120 歩（女子は男子の 3 分の 2） 

   (1) 家屋やその周囲の土地は私有が認められたが， 

     口分田は売買できず，死者の口分田は次の班田収授の年に収公 

   (2) 条里制（班田実施のため田地を整然と区画する制度） 

   (3) 賃 租（口分田などに班給して残った乗田(公田)などは，  

         1 年契約で賃貸し，収穫の 5 分の 1 を地子として徴収） 

人
ご
と
に
か
か
る
税 

①輸 租 田（税を納める田）…口分田・位田・功田・賜田・郡司職田 

②不輸租田（税を免除される田）…神田・寺田・職田（郡司以外） 

運脚(運脚夫)が京へ徒歩で運ぶ 

 ①食料は自弁(自己負担) 

 ②納入者を示す荷札として木簡を使用 

［田地の種類］ 
はん 

ゆ 

ふ 

く 

たん 

たん ぶ 

たん(たん) ぶ 

ち ん そ 

しな ざっ 

りょうこ く ぬ ひ かんこ 

けにん し ぬ ひ 

そ 

ちょう 

よう 

ぞう 

へい 

え さき 

じょう しゃく 

せい しょうてい てい ちゅうなん じ 

しょう しょう 

ちょうのそわつもの 

うんきゃく うんきゃくふ 

かやく 

じ し 

しんでん じでん 

みん 

せん 

こうごねんじゃく 

でん しゅうじゅのほう 

でん そ 

ゆ そ でん 

よう 

えき 

じ もり 

てい 

ぶん でん 

みん ご しき せん 

べ こ 

こ せき 

ちょう 

てい ろう 

しょう しょう 

えもんふ え じ ふ 

じ
ん 

と
う 

ぜ
い 

（→収納された正税（籾付き稲）を国衙の正倉に蓄える） 

口分田 

班田収授法（6 年ごとに口分田を班給＝班田） 

 死んだら次の班田収授の年に収公(回収)＝収授) 

→戸籍（口分田班給のため 6 年ごとに作成） 

 ex. 庚寅年籍(690)を作成  

   →最初の班田収授(692) 

 cf. 庚午年籍(670)（最初の全国的戸籍） 

    氏姓を正す根本台帳として永久保存 

→計帳（庸・調徴収のための基本台帳として毎年作成） 

公民（班田農民） 

 国司（役所＝国衙(国府)） 

 郡司（役所＝郡衙(郡家)） 

 里長（1 里＝50 戸） 

(仕丁（1 里ごとに正丁 2 人を徴発し，3 年間都で雑用にあてる）) 

 庸（歳役 10 日間の代わりに麻布 2 丈 6 尺を納める＝中央財源） 

 調（繊維製品を中心とする地方の特産物を納める＝中央財源） 

 雑徭（国司が年間 60 日間を限度に農民を使役できる労役） 

 兵役（正丁 3～4 人に 1 人を兵士に徴発し，各地の軍団に配属） 

 租（土地税として 1 段につき 2 束 2 把(収穫の 3％)の稲を納める＝地方財源） 

 義倉（凶作対策として粟を国司が徴収し，国衙の倉に貯蔵して窮民に給与） 

運脚が徒歩で都へ 

運ぶ（食料は自弁） 

 出挙（正倉に蓄えられた正税を利息付きで貸し付ける） 

 →公出挙（利息 5 割）・私出挙（利息 10 割） 

＜公地＞ 

※ 正丁(成年男子)を中心に課す人頭税（一人ごとに税を課す人別課税） 

図解ＮＯＴＥ［律令制度下の税制］ 

律令国家（中央政府） 

（→収納された正税（籾付き稲）を郡衙の正倉に蓄える） 

条里制 

（予め土地を区画） 
乗田（公田） 

(班給した余剰の田) 

（6 歳以上の男女） 

賃租（1 年契約で賃貸し，収穫の 

2 割を土地代の地子として徴収） 

ちょう 

凶作対策の貯蓄として粟（長期保存に適している）・麦・豆などを徴収し，国衙の倉に貯蔵（基本的に全ての良民が対象） 

出挙 

義倉 

 

す い こ 

ぎ 

す い こ し 

そう 

く す い こ す い こ 

さい えき 

し 

ぜい そう 

ぜい そう 

りょう 

けい 

 公出挙はもともと貧民救済の目的だったが， 

 のち財源のため強制的に貸し付けられ租税化 
ぜい しょう 

↳ 主に東国の兵士があてられる 

割り切れない 

年齢区分 
正丁（21～60 歳の成年男子） 

（戸籍・計帳に基づいて，正丁（成年男子）を中心に人別に課す人頭税が中心） 

次丁(老丁) 

（61～65 歳の男子） 

少丁(中男) 

（17～20 歳の男子） 

そく わ 
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付録③［旧国名地図］ 
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6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 
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25 
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28 

29 
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31 

32 

33 
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35 
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37 
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40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

 

 

 

 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

陸奥（むつ） 

出羽（でわ） 

下野（しもつけ） 

上野（こうずけ） 

信濃（しなの） 

飛（ひだ） 

美濃（みの） 

近江（おうみ） 

佐渡（さど） 

越後（えちご） 

越中（えっちゅう） 

能登（のと） 

加賀（かが） 

越前（えちぜん） 

若狭（わかさ） 

常陸（ひたち） 

下総（しもうさ） 

上総（かずさ） 

安房（あわ） 

武蔵（むさし） 

旧国名 旧国名 旧国名 旧国名 

相模（さがみ） 

伊豆（いず） 

甲斐（かい） 

駿河（するが） 

遠江（とおとうみ） 

三河（みかわ） 

尾張（おわり） 

伊勢（いせ） 

志摩（しま） 

伊賀（いが） 

山城（やましろ） 

大和（やまと） 

河内（かわち） 

和泉（いずみ） 

摂津（せっつ） 

丹波（たんば） 

丹後（たんご） 

但馬（たじま） 

因幡（いなば） 

隠岐（おき） 

伯耆（ほうき） 

出雲（いずも） 

石見（いわみ） 

播磨（はりま） 

美作（みまさか） 

備前（びぜん） 

備中（びっちゅう） 

備後（びんご） 

安芸（あき） 

周防（すおう） 

長門（ながと） 

紀伊（きい） 

淡路（あわじ） 

讃岐（さぬき） 

阿波（あわ） 

土佐（とさ） 

伊予（いよ） 

豊前（ぶぜん） 

豊後（ぶんご） 

対馬（つしま） 

壱岐（いき） 

筑前（ちくぜん） 

筑後（ちくご） 

肥前（ひぜん） 

肥後（ひご） 

日向（ひゅうが） 

大隅（おおすみ） 

摩（さつま） 

五畿・七道 

畿 内（きない） 

東山道（とうさんどう） 

北陸道（ほくりくどう） 

東海道（とうかいどう） 

山陰道（さんいんどう） 

山陽道（さんようどう） 

南海道（なんかいどう） 

西海道（さいかいどう） 

 

［Ａ］旧国名地図 

山陰道 

北陸道 

東山道 

南海道 
東海道 

 

※下線部は四等級に分類された大国・上国・中国・下国を指す 
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